
第
１
１
９
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
２
月

23
日
13
時
よ
り
地
本
事
務
所
２
階
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
組
織
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

ス
タ
ー
ト
し
、
議
長
に
新
野
委
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

関
川
委
員
長
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団
の
主

催
の
学
習
会
出
席
の
た
め
、
上
石
副
委

員
長
が
地
本
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

各
委
員
な
ど
15
名
か
ら
職
場
の
問
題

点
や
組
織
拡
大
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
拡
大
地
方
委
員
会
は
、
15

時
30
分
頃
に
終
了
し
、
そ
の
後
、
出
席

者
全
体
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

●
地
域
で
は
各
労
組
、
団
体

と
春
闘
共
闘
を
発
足
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
５
月
の
メ
ー

デ
ー
の
取
り
組
み
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

今
冬
は
例
年
よ
り
雪
は
少

な
か
っ
た
。
保
守
用
車
の
運

行
は
秋
田
と
共
同
で
使
用
し

て
い
る
。
酒
田
よ
り
秋
田
が

優
先
さ
れ
る
。
支
社
間
の
交

渉
な
ど
密
に
し
て
欲
し
い
。

投
排
雪
列
車
は
プ
ロ
パ
ー
社

員
の
み
が
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
保
守
用
車
は
酒
田
所
属
で
秋
田
に

貸
し
て
い
る
。

●
検
修
の
外
注
化
で
昨
年
10
月
１
日
に

新
潟
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
へ
出
向
し
た
。
施

策
が
急
ぎ
す
ぎ
た
と
感
じ
て
い
た
が
現

在
少
し
落
ち
着
い
た
。
し
か
し
問
題
点

が
多
い
。

臨
雇
か
ら
会
社
の
設
備
改
善
に
つ
い

て
相
談
さ
れ
た
。
試
験
を
受
け
て
い
な

い
が
、
主
任
（
作
業
責
任
者
）
発
令
が

さ
れ
た
。

●
分
会
で
は
、
JR
以
降
後
１
名
拡
大
し

た
。
職
場
で
は
平
成
採
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ
改
正
の
提
案
が
遅

い
。
早
め
の
提
案
を
求
め
る
。
全
体
が

要
求
で
団
結
し
て
い
こ
う
。

●
組
織
拡
大
行
動
に
つ
い
て
、
地
本
で

具
体
的
な
行
動
提
起
を
示
し
て
欲
し
い
。

具
体
的
に
何
を
提
起
し
て
い
く
の
か
。

●
幹
線
で
は
団
交
を
実
施
～
Ｅ
１
系
か

ら
Ｅ
２
系
に
置
き
換
え
て
い
る
。
東
北

で
運
行
し
て
い
る
車
両
を
交
検
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
要
員
が
足
り
な
い
場
合

は
他
か
ら
補
充
し
て
い
る
。

教
育
が
遅
れ
て
い
る
。

業
務
に
つ
い
て
の
対
応

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
る
。
会
社
側
か
ら
具

体
的
な
提
案
内
容
・
計

画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

新
潟
地
本
の
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
。
地
本
と
県
支
部
と

エ
リ
ア
が
同
じ
だ
。

●
一
括
和
解
以
降
～
拡
大
行
動
の
取
り

組
み
や
昇
格
・
昇
進
試
験
の
受
験
の
結

果
状
況
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

新
潟
駅
の
８
番
・
９
番
線
利
用
に
つ

い
て
、
乗
降
客
が
非
常
に
混
雑
し
て
い

る
。
利
用
者
は
不
便
を
感
じ
て
い
る
。

幹
線
か
ら
の
乗
り
換
え
に
つ
い
て
間
に

合
う
の
か
。

●
方
針
書
の
内
容
に
つ
い
て
地
本
独
自

の
見
解
を
載
せ
る
こ
と
。
ガ
レ
キ
処
理

問
題
～
JR
は
率
先
し
て
輸
送
し
て
い
る
。

放
射
能
の
拡
散
に
つ
い
て
ど
う
な
の
か
。

反
合
理
化
・
合
理
化
反
対
ま
ど
国
労

の
方
針
書
か
ら
無
く
な
っ
て
き
て
い
る

が
。

●
並
行
在
来
線
問
題
～
気
動
車
１
２
７

系
が
「
と
き
め
き
鉄
道
」
の
運
行
計
画

に
入
っ
て
い
る
の
か
。
現
在
、
長
岡
で

ス
ノ
ー
プ
ラ
の
改
良
中
で
今
月
試
運
転

予
定
だ
。
１
２
９
系
の
新
型
も
製
作
、

上
越
線
に
も
ワ
ン
マ
ン
運
転
か
。
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119回
拡大地方委員会

開く

安倍政権発足で、ＴＰＰ・沖縄基地問題などア

メリカと交渉している。憲法改正の手続きなど強

行しようとしている。

組織強化・拡大など中心に多くの課題がある。

組織拡大は緊急な課題、全体が取り組んでいかな

ければならない。組織拡大・強化について対策を

強化し、みんなで頑張っていかなければならない。

並行在来線の問題など１月２２日に中味の無い

経営内容など出された。その関係で２月２３日緊

急対策会議が開催されている。

３月２日の並行在来線問題のシンポジウムが富

山で開催される。

みんなで真摯な議論を求める。



政
治
情
勢
～
自
民
党
の
衆
議
院
選
挙
圧

勝
で
自
公
政
権
が
成
立
し
た
。
民
主
党
の

批
判
が
あ
っ
て
の
選
挙
で
国
民
は
信
頼
し

て
い
な
い
。

経
済
再
生
は
あ
る
の
か
・
政
策
へ
の
期

待
は
あ
る
の
か
。
内
需
が
拡
大
さ
れ
な
い

中
、
物
価
だ
け
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

賃
上
げ
が
達
成
で
き
な
け
れ
ば
、
デ
フ
レ

脱
却
に
は
な
ら
な
い
。
企
業
の
収
益
が
上

が
れ
ば
賃
金
は
上
が
る
と
言
っ
て
い
る
。

組
合
員
の
生
活
を
守
る
。
賃
金
引
上
げ

し
デ
フ
レ
脱
却
・
２
０
１
３
春
闘
を
闘
っ

て
行
く
。

５
０
０
０
円
の
賃
上
げ
を
２
月
８
日
エ

リ
ア
の
委
員
会
で
確
認
し
た
。
JR
東
日
本

は
、
大
地
震
で
の
落
ち
込
み
か
ら
大
幅
に

改
善
さ
れ
て
い
る
。
賃
上
げ
を
実
施
で
き

る
収
益
状
況
だ
。
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た

め
職
場
か
ら
声
を
上
げ
て
い
こ
う
。

組
織
拡
大
～
分
会
・
班
の
組
織
を
つ
く

り
拡
大
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。
新
採
者
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
本
社
へ
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
地
方
で
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

60
歳
以
降
の
労
働
条
件
改
善
の
闘
い
～

２
０
１
３
年
・
老
齢
厚
生
年
金
の
取
り
組

み
・
比
例
報
酬
分
が
７
～
８
万
円
減
額
に

な
る
。

事
業
者
へ
10
万
円
求
め
交
渉
し
た
が
具

体
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
他

JR
会
社
な
ど
は
・
北
海
道
～
６
万
７
千
円
・

九
州
～
３
万
３
千
円
の
上
積
み
に
な
っ
て

い
る
。

JR
東
日
本
は
示
し
て
い
な
い
。

出
向
先
の
問
題
～
出
向
先
会
社
へ
は
JR

東
日
本
へ
申
し
入
れ
た
。
10
月
１
日
検
修

全
面
外
注
化
で
出
向
さ
れ
て
い
る
。
出
向

先
で
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

具
体
的
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

労
働
協
約
改
訂
の
取
り
組
み
～
労
働
条

件
改
善
は
改
訂
闘
争
と
位
置
づ
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
現
状
の
要

求
を
出
し
て
集
約
し
て
い
く
。
２
０
１
３

年
春
闘
時
期
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
実
施
す
る
。

大
会
ま
で
に
ま
と
め
て
改
訂
闘
争
へ
つ

な
げ
て
い
く
。
１
年
に
１
回
要
求
を
出
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
今
年
か
ら
定
期
大
会

は
８
月
に
開
催
す
る
。

現
場
で
も
申
し
入
れ
も
展
開
し
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
課

題
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
こ
う
。

い
よ
い
よ
春
闘
本
番
で
す
。
今
年
の
春

闘
行
動
は
各
職
場
・
地
域
で
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
貨
物
会
社
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置
し
て
今

年
は
春
闘
を
闘
い
た
い
と
決
意
し
て
い
ま

す
。
職
場
の
課
題
・
要
求
改
善
に
向
け
、

そ
し
て
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
と
結
合
し

て
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
気
温
が
上
が
り
、
春
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
山
沿
い
は
大
雪
だ
っ

た
の
で
雪
解
け
が
例
年
よ
り
遅
い
ら
し
い

で
す
。
春
が
待
ち
ど
う
し
い
で
す
ね
。
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労働条件改善・権利の確立と「安全・

安定」輸送確立の闘い～この数年間、旅

客・貨物とも各系統を問わず要員削減を

伴う効率化・合理化を進めてきました。

その結果、貨物職場では、技術継承の問

題、５５歳以上の３割削減等を含めた、

ＪＲ本体、出向先を問わず、労働条件改善を求める声は大きく、

度重なる効率化で将来展望も見えなくなってきており、安全も脅

かされています。職場から改善に向けた点検を強化していかなけ

ればなりません。

東日本本部は、昨年10月に「労働条件に関する協約」について

締結しましたが、「期限の定めのない協約」となっていることか

ら、今年の10月1日を改訂期日と位置付けながら、改訂要求の素案

作成を進めるうえで、「職場労働条件改善アンケート調査」の取

り組みを提起します。この取り組みをやり抜き、職場における労

働条件の実態を把握し、地方における取り組みに生かせるものは

生かしていきたいと考えています。

組織強化・拡大～国労本部が提起している闘争指令１号「組織

拡大・全国統一行動」は、新潟地方本部にとって大変重い課題で

あります。午前中に行われた対策会議の中でも様々な意見が出さ

れています。

今まで国労運動を支え、その先頭になって国労に旗を守ってき

た先輩の皆さんの退職によって、組織現状はさらに厳しいものに

なっています。地方本部も、本部闘争指令１号に基づき、対策本

部を設置しました。組合員ひとり一人がやれることから実践して

いき、組織拡大を展望できる組織の体制を作り上げなければなり

ません。

全分会で、組合員ひとり一人が何が出来るのかを考えて、役割

を分担しあって、分会活動の再構築を目指して取り組みを進めて

いくことが重要と言えます。どうか全組合員がそういった認識を

共通のものとしていただき、組織拡大を展望できる状況を作り出

していくことを強く訴えて、地方本部も、その先頭に立って奮闘

することを申し上げて集約といたします。


